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家    庭 

 

１ 学習指導及び学習評価の改善・充実  

 (1) 生徒の主体的な学びを実現する学習指導の工夫 

   これからの我が国を担う子どもたちは、少子化・高齢化、グローバル情勢の混迷、生成 AI

等デジタル技術の発展等、社会や経済の先行きに対する不確実性が、これまでになく高く、

激しい変化が止まることのない時代を生きることになる。このような中、子どもたちには、

次のようなことが求められる。 

   （「諮問のポイント：詳細版」初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について 

(令和６年 12 月 25 日中央教育審議会諮問）） 

   我が国の初等中等教育は、質の高い教師の努力と熱意に支えられ、大きな成果を上げ続け

ている。一方で、様々な課題が顕在化しており、その一つとして、学ぶ意義を十分に見いだ

せず、主体的に学びに向かうことができていない子どもが多くなっているとの指摘もある。 

   主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進める際は、次のような視点を意識

することが重要である。 

 学習内容 

導入  

展開  

まとめ  

 

 

   教科「家庭」の学習指導における主体的な学びの視点とは、現在を起点に生涯を見通して、

家族・家庭や地域、社会の課題を発見し、その解決に取り組むとともに、学習の過程を振り

返り、次の学習に主体的に取り組む態度を育む学びの視点である。そのため、学習した内容

を実際の生活や地域社会で生かす場面を設定し、よりよい社会の構築等のために自ら社会に

参画し、貢献できる存在であることを認識し、活動に取り組むことなどが考えられる。 

   専門教科「家庭」の学びでは、科学技術や産業の発展に主体的に対応できる人間の育成を

目指しており、各科目においては、生徒が主体的に課題を発見し、解決する学習を進める際

には、次のような学習指導の工夫が求められる。 

生徒が学ぶことに興味や関心がもてる内容となっているか？ 

生徒が自身の学習内容や、学習活動を振り返る機会を設定しているか？ 

家庭科で目指す資質・能力の育成 

生徒が自身の家庭生活や地域の生活と結び付けて、生活上の問題を見だ

せる内容となっているか？ 

実生活への活用を図ることができる学習内容となっているか？ 

見いだした問題の解決方法を考え、計画を立てて実践できるようにして

いるか？ 

生徒が学習

の見通しを

立てられる

ように、年間

計画や単元、

授業をデザ

インしてい 

るか？ 

展 開 の 場 面

で 設 定 す る

場合もある 
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実践的・体験的な学習活動の流れ（例） 

 

   授業では、生徒が学習を振り返る場面を設定し理解できたか、又は、できなかったかを自

己分析することで、知識や技術を高めるとともに、どうすればできるようになるかについて

自己調整して学習に向かうよう、生徒の実態に応じて指導することが大切である。例えば、

ファッションや食品関係等、家庭に関する産業現場の見学においては、事前に設定した課題

や問いを視点に、学習した産業の仕組みや特徴についてポートフォリオとしてまとめ、振り

返りを行うことで、各関連産業の魅力や抱える課題、課題解決の方策等について、実践的に

学習するといった授業の工夫が考えられる。 

 (2) 「主体的に学習に取り組む態度」の評価の工夫 

専門教科「家庭」においては、社会を支え産業の発展を担う職業人として必要な資質・能

力の育成に向けて、単元など内容や時間のまとまりを見通して、生徒の主体的・対話的で深

い学びの実現を図ることが大切である。その際、家庭の生活に関わる産業の見方・考え方を

働かせ、専門的な知識と技術などを相互に関連付けて、生徒により深く理解させることや、

地域や社会の生活の中から問題を見いだして解決策を構想し、計画を立案し実践、評価、改

善して新たな課題解決に向かう過程を重視した実践的・体験的な学習活動の充実を図ること

が求められている。 

 

 

 

 

 

 

例えば、科目「生活産業基礎」では、企業訪問や社会人講話を取り入れた授業を実践する

ことで、生徒が産業の現状や課題について具体的に学習した後、産業界関係者等との対話や

課題解決の方法などの発表や振り返りを通じて、社会にとってよりよい製品やサービスを創

造するためにはどうすればよいかを考え、商品化を目指すといった授業が可能となる。その

際、以下に示した「主体的に学習に取り組む態度」のポイントを踏まえ、教員が生徒の成長

を見取り、主体的に学習に取り組む態度を評価することが考えられる。 

【「主体的に学習に取り組む態度」の評価規準を作成する際の評価項目と内容の例】 

評価項目 内容 

粘り強さ 
生徒が、知識及び技術を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を

身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとしている。 

自らの 
学習の調整 

生徒が、粘り強い取組の中で自らの学習を調整しようとしている。 

職業人としての 
実践的な態度 

生徒が、職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の
構築を目指して自ら学び、生活の質の向上と社会の発展に主体的かつ
協働的に取り組もうとしている。 

課題解決型の学習を実施する際のポイント 

衣食住 保育 

家庭看護 介護 

身に付けた知識や技術  

科学的・論理的に解決するための学習指導  

職業人に求められる倫理観、規範意識に基づいた実践 

単元など内容や時間のまとまりを見通しながら……  

企業等と連携した商品開発 

地域での販売実習  

高度熟練技能者による指導 

地域や産業界と連携した実験・実習  

・問題の解決策の構想  

・計画の立案 

・実践、評価、改善  

新たな課題

解決へ向け

た実践 
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２ 指導と評価の計画例  

 ○ 「フードデザイン」の計画例 

   生徒が ICT や生成 AI を効果的に活用することで、課題の発見とその解決に向けて主体

的に学び、他者と関わり、実践的・体験的な学習活動を通じて思考を深めることが可能

となる。科目「フードデザイン」において、生徒が自宅にある保存食品を活用し、災害

時に調理可能な献立を主体的に作成し、他者と協働しながら実践する授業について示す。  

  ア 単元の目標 

   (ｱ) 災害時に必要となる保存食品の特徴や条件を理解し、保存食品を活用して安全に

調理を行うことができる。 

(ｲ) 災害時の食生活における制約や課題を踏まえ、献立の作成や調理に協働的に取り組むとと

もに、実践を通して、災害時の食生活の課題について考え、表現することができる。 

    (ｳ) 災害食に関する学習を通して、自身や家族の生活、健康に関わる課題に気付き、

その解決に向けて主体的かつ協働的に行動しようとする。 

  イ 単元の評価規準 

 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
災害時に必要とな

る保存食品の特徴や
条件を理解し、保存食
品を活用して安全に
調理を行っている。 

災害時の食生活における制約や
課題を踏まえ、献立の作成や調理
に協働的に取り組むとともに、実
践を通して、災害時の食生活の課
題について考え、表現している。 

災害食に関する学習を通し
て、自身や家族の生活、健康
に関わる課題に気付き、その
解決に向けて主体的かつ協働
的に行動しようとしている。 

  ウ 単元の指導と評価の計画（全４時間） 

 次 

【時間】 ねらい、学習活動等 
重 

点 

記

録 

備考 

（生徒のＢ規準） 

１ 
【１時間】 

【ねらい】 
 災害時の食生活に目を向け、限られた条件
で工夫した献立を協働して作成しようとする。 
【学習活動】 
 災害時の食生活の課題を見いだし、自宅に
ある保存食品を使用し、グループで災害食の
献立を考案する。 

主 ◯ 災害時の食生活
の課題を見いだし、
限られた食材で工
夫した献立を協働
して作成しようと
している。 

２～３ 

【２時間】 

【ねらい】 
 周囲と協力し、考案した災害食を適切に調理
する。また、調理を振り返り、災害時の食生活
の課題を理解する。 
【学習活動】 

災害時の条件を想定し、制約のある環境に
おける調理を実践する。また、調理、試食、
片付けの一連の流れから、気付いた課題を共
有する。 

知   計 画 し た 災 害
食 の 献 立 に 基 づ
い て 適 切 に 調 理
し、災害時の食生
活 の 課 題 に つ い
て理解している。 

４ 

【１時間】 

【ねらい】 
 災害食の調理を通じて深めた災害時の食生
活の学びを日常生活に当てはめ、必要な保存食
品を検討し、今後の行動提案として表現する。 
【学習活動】 
 「この生活が続いたら？」という問いを設定
し、栄養や心身への影響を考察する。保存食品
の見直しやローリングストック、家族への学習
内容の共有など、生活への行動提案をまとめる。 

思 ◯  学習を生かし、
今 後 の 生 活 に 必
要 と 考 え ら れ る
保存食品と 行 動
について、まとめ
ている。 
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  エ 学習指導案（１時間目／４時間中） 

１ 本時の目標 
  (1) 災害時の食生活における制約を踏まえ、自宅の保存食品を活用した献立案をグルー

プで意見交換しながらまとめることができる。 
  (2) 自宅の保存食品を調べ、他者の意見を参考にしながら、災害時に保存食品を災害

食として生かそうとしている。 
 
 ２ 本時の展開 
 過 程 学習内容 生徒の学習活動 評価規準 指導上の留意点  

導
入 

 
・保存食品の 
 共有 
 
 
・本時のねら 
 いの確認 

 
・自宅にある常温保存

食品を「ホワイトボ
ードツール」に記入
し、共有する。 

・本時のねらいを確認
 する。 

 
 

 

展
開 

 
・保存食品の 
 特徴や調理 
 時の条件 
 
 
 
 
 
 
・災害時のラ 
 イフライン 

を考慮した 
献立の作成 

 
 
 
 
 
・生成AIの活
 用 

 
・保存食品の特徴や調 
 理時の条件について

考え、「ホワイトボー
ドツール」に記入す
る。 

 
 
 
 
 
・災害によるライフラ 
 イン等の制約を考え 

て献立を作成しよう
としている。 

 
 
 
 
 
・生成AIを活用し、作

成した献立に足りな
い視点を加え、検証
して考えを深める。 

 
・献立案をまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【主体的に学習に取
り組む態度】 
・自宅の保存食品を調 
べ、他者の意見を参
考にしながら、災害
時に生かそうとして
いる。 

 
【思考・判断・表現】 
・他者の意見を参考に
し、災害時の制約や
必要な栄養バランス
を意識した献立を考
えることができる。 

  
・災害に遭遇した際 
の生活課題につい  
て想定しながら、 
不足及び必要とな
る栄養素や、調理 
方法を考えるよう
促す。 

 
 
・ガスや電気が供給
されない場合も想
定して献立を作成
するよう促す。 

ま
と
め 

 
・本時のまと
 め 
 
・次時の学習
 内容の確認 

 
・本時の振り返り 
 
 
・次時の内容について
 伝える。 
 

  

 

  オ 学習の進め方や学習評価の工夫 

   (ｱ) 「ホワイトボードツール」の活用 

本単元では、生徒が学びを振り返り、次の学習に生かすことができる学習過程の

工夫として、次の２つの場面で「ホワイトボードツール」を活用し、生徒の個人思

考やグループワークでの協議内容、ワークシートへの記述など、学習活動の全てを

一元的に可視化し、共有して学習を進めた。 

   ①自宅にある保存食品の記入（主体的に学習に取り組む態度）  

次時は本時に考案した献立を調理し、災
害時の食生活の課題について理解する。 

ホワイトボードツ

ールを活用して、ど

の生徒も意見が出

しやすいようにす

る。 

生成 AI の活用、検

証 
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     自宅にある保存食品を事前に調べて可視化することで、災害時の食を自分事とし

て捉え、災害時に生かすことができるきっかけとする。 

     ②グループで献立の考案（思考・判断・表現） 

     災害時の制約を想定しながら、保存食品を活用した献立を考案する。 

【「ホワイトボードツール」の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様な思考を１つの画面に集約し、

協働的な学びを支援することがで

きる。 

１枚の「ホワイトボードツール」に
単元の全資料を集約することで、学
習過程を継続的に振り返ることがで
き、さらに思考した過程と学習内容
のつながりを明確にすることができ
る。これにより、自己の成長を実感
しやすくし、主体的な学びを促進す
ることが可能となる。 
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【本時の評価表】 

評価の観点 Ａ Ｂ Ｃ 

思考･判断･
 

表現
 

他者と意見を共有し

ながら、災害時の制約や

必要な栄養バランスを

踏まえ、多角的な視点か

ら献立を考えることが

できる。 

他者の意見を参考に

し、災害時の制約や必要

な栄養バランスを意識

した献立を考えること

ができる。 

災害時の献立を考え

ることができない。 

主体的に学

習に取り組 

む態度 

自宅の保存食品を調

べ、他者の意見を参考に

しながら、気付いた災害

時の課題の解決策を、今

後の生活に生かそうと

している。 

自宅の保存食品を調

べ、他者の意見を参考に

しながら、災害時に生か

そうとしている。 

自宅の保存食品を調

べず、災害時に生かそう

とする姿勢が見られな

い。 

 

「評価Ｃ」と判断される生徒への手立ての例 

【思考・判断・表現】 

・他者からどのような意見が出たかを振り返り、意見を取り入れるようにする。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

・他者の意見を基に、自宅の保存食品を今後どのように活用できるか考えながら、課題に 

取り組むよう促す。 

   (ｲ) 生成 AI の活用 

本時では、グループワークで考えた献立案から足りない視点を見付け検証するな

ど、考えを深める目的で生成 AI を活用している。 

【生成 AI の例】 

 

         

     

 

生成 AI はあくまで補

助的なツールであり、

生徒の主体的な学び

を支援しながら思考

の幅を広げる目的で

活用する。 生成AIに質問する際には、答えではなく、

ヒントを求めるように指導する。 


